
おおそでくん、

音更町のまちのお金は

どのように使われて

いるんですか。

ぼくが

わかりやすく

説明するよ。

広報 特別号 2017版（平成29年）

町民の皆さんにまちの決算内容を見ていただき、

現在のまちの財政状況がどのようになっているのか、

また、どのようなことにまちのお金が使われたのかを

「まちの台所」でお知らせします。

今年の「まちの台所」は…

平成28年度の決算

●収入総額323.6億円　支出総額314.6億円　収支差引額9.0億円（黒字）

●まちの借金は366.8億円　前年に比べ11.9億円増

●まちの貯金は50.5億円　前年に比べ0.9億円増

●まちの財政指標　経常収支比率87.1％　前年に比べ2.2ポイント増

　　　　　　　　  実質公債費比率10.0％　前年に比べ0.3ポイント減

　　　　　　　　  将来負担比率56.4％　前年に比べ3.1ポイント増
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2特別号広報

私たちから集めたお金はきちんと使われているの？

一般会計とは…

福祉や教育、道路や公

園の整備など、まちの

基本的な仕事を経理す

る会計

特別会計とは…

国民健康保険や介護保険

など、特定の事業を行うた

めに、一般会計と分けて経

理する必要がある会計

企業会計とは…

民間企業のように、利用料金を

中心に事業を運営している会計

※ まちでは、上下水道事業がこれ

に当てはまります。

※ 歳入とは：１年間でまちに入ってきたお金　歳出とは：１年間でまちが支払ったお金

◆各会計の決算状況 （単位：万円）

区  　分 一 般 会 計 特 別 会 計
企業会計

( 収益的収支 )
合　　計

歳 入 総 額 2,045,946 972,797 217,554 3,236,297

歳 出 総 額 1,995,299 967,269 183,311 3,145,879

差 し 引 き 50,647 5,528 34,243 90,418

　あまったお金は次の年に使われます。このあまったお金のことを「繰越

金」といいます。

　それでは左ページで、お金の使い道について、具体的に見てみましょう。

　たくさんのお金が使われているようだけど、いったいどんなことに使わ

れているの？

　あと、歳入から歳出を引くと、一般会計で５億１千万円近くあまるよう

だけど、そのあまったお金はどうなるの？

　みんな気になるよね。まちでは、みんな

から集めたお金を１年間でどのように使っ

たのかを公表しています。このことを「決

算」といいます。まずは、平成28年度の

１年間でまちに入ってきたお金と支払った

お金の総額を見てみましょう。

ま
ち
の
お
金
の
使
い
道

平
成
28

年
度
決
算
概
要

おおそでくんが、この冊子の内容を理解するのに必要な言葉の意味を説明します。

●まちの１年（年度）…まちの１年は、学校と同じで４月１日か

ら３月31日までです（これを「年度」といいます）。今回お知ら

せする決算は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの平

成28年度のものです。

●財政…「みんなから預かったお金をみんなのために使う仕組み」のことを「財政」といいます。言い

換えると、「まちのお金のやりくり」とか、家計に例えて「まちの財布」ともいえます。

おおそで のく　ん

豆知識
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まちのお金の使い道（主なもの）

潤いと思いやりの地域づくり事業
（１,４５６万円）

ふるさと介護福祉士育成支援事業
（５９３万円）

医療費助成事業
（２億４,８６７万円）

災害用備蓄関係整備事業
（１,６７９万円）

感染症予防対策事業
（９,８７４万円）

病児・病後児保育事業
（３,１８１万円）

環境保全型農業直接支援対策事業
（７,９９２万円）

酪農生産基盤強化支援事業
（１,３６５万円）

子育て世帯向け民間賃貸住宅
家賃補助事業　 （３４２万円）

小規模土地改良事業
（２,５６６万円）

35人以下学級などの実施
（１,８２８万円）

就学援助事業
（８,４２８万円）

　町内会などが実施する地域緑化事業（花壇づく
り）、地域環境美化事業（道路・公園清掃）及び地
域福祉・安全事業（防犯灯のLED化・除排雪など）
に対して補助しました。

　介護職を目指す人材の育成を図るため、学校法
人帯広大谷学園大谷短期大学の社会福祉科介護
福祉専攻に在籍する学生の就学サポート、人材養
成のための経費を補助しました。

　乳幼児・重度心身障がい者・ひとり親家庭などに
対して、自己負担分医療費の一部を補助しました。

　災害時の備蓄品として、非常食や非常用飲用水、
災害用毛布などを整備したほか、駒場中学校・緑
陽台小学校に防災備蓄倉庫を整備しました。

　感染症予防の徹底を図るため、乳幼児へのワク
チン接種やインフルエンザ予防接種、高齢者肺炎
球菌予防接種などを実施しました。

　町内の保育園等を利用する児童が、体調不良に
より通園できない場合などに、保護者に代わって専
用スペースで一時的に預かる保育事業を実施しま
した。

　農業者団体が実施する化学肥料や化学合成農薬
の使用を大幅に低減する「環境保全型農業」の取
り組みに対して補助しました。

　生乳増産対策として、過去の生産乳量を上回って
生産された乳量に対して補助金を交付することに
より、酪農生産基盤の強化に取り組む酪農家を支
援しました。

　公営住宅を補完する住宅として登録した民間賃
貸住宅に入居した子育て世帯に家賃の一部を補助
しました。

　町内の農業者が実施する小規模な土地改良事業
（客土、農地保全、暗渠排水、かんがい排水）に対
して費用の一部を補助しました。

　小学校で、きめ細かな教育を行う少人数学級な
どを実施するため、臨時教諭を5人採用しました。

　経済的な理由で就学が困難な児童・生徒の保護
者を対象に学用品費や給食費などの援助を実施し
ました。

お金の使い道のうち、主なものは次のとおりです。

私たちから集めたお金には色々な使い道があるのね。
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平成28年度に実施した施設整備事業
　まちでは、みんなが住みやすいまちにするため、今の人たちだけでなく、将来の人たちも使う道路

や公共施設などを整備する事業も行っています。

第２子ども発達支援センター
増築事業 （３,３４０万円）

サッカー場整備事業
（２億８,７３５万円）

公営住宅建設事業
（１億３,２０８万円）

音更霊園再整備事業
（２,７４９万円）

道路整備事業
（３億２,８１１万円）

　霊園の管理用園路や排水施設側溝などの施設修
繕工事を実施しました。

　国の交付金等を活用して、幹線道路や宅内道路
などを整備しました。
　また、道路の長寿命化修繕事業として、市街地や
農村部の舗装を補修しました。

　個別療育の必要な発達に心配のある子どもの増
加に対応するため、第２子ども発達支援センター
の増築工事を実施しました。

　平成28・29年度の2カ年事業で、ひばりが丘緑地
にサッカー場を整備するため、休憩棟を解体したほ
か、造成工事に着手しました。

鈴蘭学童保育所増築事業
（１億５,６９９万円）

　学童保育を受ける児童数の増加に対応するた
め、鈴蘭学童保育所の増築工事を実施しました。

　昨年度からの継続事業として、梢団地G棟の建設
と駐車場などの外構工事を実施しました。

木野東小学校大規模改修事業
（５,７３１万円）

　木野東小学校の校舎内部改修建築主体工事、電
気設備工事などを実施しました。

これらはまちが行う事業の一部でこのほかにも多くの事業を行っています。

十勝川温泉中心市街地再生事業
（３億９,２６２万円）

　十勝川温泉旅館協同組合が実施した廃
墟ホテル跡地での中心多目的広場整備に
対して、経費の一部を補助したほか、周辺
道路の再整備などを実施しました。

ガーデンスパ十勝川温泉（中心市街地多目的広場）

梢団地G棟
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借
金
や
貯
金
の
状
況

まちも借金や貯金をしているみたいだけど、
どのくらいあるの？

　基金には、「積立基金」と「運用基金」の２種類があります。

●積立基金…多くのお金が必要な大型事業を実施するときや災害などの緊

急時に備えて貯めている基金のことです。

　なお、特別会計にも、２つの積立基金があり、平成28年度末の残高は、

合計で２億４千万円です。

●運用基金…貯金している金額の範囲内で、特定の事業を実施する人などにお金を貸し、毎年返済されるお金でまた

次の人に貸すなどの運用で、まちの課題を解決するために使われる基金のことです。

　この運用基金は、一般会計に4つあり、平成28年度末の残高は、合計で７億円です。

①
借
金
（
町
債
）
の
状
況

【年度末残高に対して】

一般会計の借金残高
（平成２８年度末）

（１人当たり） （１世帯当たり）

46.3万円 103.6万円

【町民の税金で返す分】

（１人当たり）（１世帯当たり）

15.9万円 35.6万円

一般会計の基金残高
（平成２８年度末）

【年度末残高に対して】

（１人当たり）（１世帯当たり）

11.2万円 25.1万円

　

ま
ち
で
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
多
く
の
お
金

が
必
要
な
と
き
は
、
銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
が
す
る
借
金
の
こ
と
を
「
町
債
」
と
い
い
ま
す
。
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28
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高
は
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11
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え
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す
。

　

ま
ち
で
は
、
多
く
の
お
金
が
必
要
な

大
型
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業
を
実
施
す
る
と
き
な
ど
に
備

え
て
、
貯
金
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
が
す
る
貯
金
の
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と
を
「
基
金
」

と
い
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
は
、
平
成
28
年
度
末
時

点
で
９
つ
の
積
立
基
金
が
あ
り
、
年
度

末
残
高
は
、
合
計
で
50
億
５
千
万
円
で

す
。
平
成
28
年
度
は
役
場
庁
舎
耐
震
改

修
等
基
金
（
5
千
万
円
）
を
積
み
立
て

た
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
28
年
度
中
に
寄
附
を
受
け
た
ふ
る
さ

と
寄
附
金
を
３
億
円
積
み
立
て
、
翌
年

度
に
取
り
崩
し
、
事
業
を
行
う
予
定
で

す
。

50.549.3

44.8

49.6

一般会計の積立基金残高の推移億円
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②
貯
金
（
積
立
基
金
）
の
状
況

　借金返済額の割合を示す指標として「実質公債費比率」、借金残高等と貯金残高等を差し引きした将来

負担すべき額の割合を示す指標として「将来負担比率」という言葉があります。

　16ページで詳しい説明をしていますので最後におさらいしましょう。

　目的に合わせてお金を貯めたり、取り崩したりしている
のね。まちの借金と貯金はどれくらいの金額が適正なの？

一般会計の借入金残高及び返済財源の推移
億円

平成25 2726
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100

50

0

地方交付税 税金等 使用料等

28

193.8

19.919.9

62.962.9

111.0111.0

208.8

21.121.1

71.871.8

115.9115.9

192.8

18.418.4

64.864.8

109.6109.6

194.5

18.918.9

66.366.3

109.3109.3

特別・企業会計の借入金残高の推移
億円

平成25 2726 28

180

150

120

90

60

30

0

下水道事業会計 水道事業会計 その他

164.0

36.036.0

47.347.3

80.780.7

164.1

31.631.6

84.084.0

48.548.5

158.0

40.240.2

73.773.7

44.144.1

161.1

38.538.5

77.377.3

45.345.3

おおそで のく　ん

豆知識
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平成28年度決算（単位：百万円）

税金・負担金・

使用料など

地方交付税・

国道支出金など

7,415

430

10,109

2,505

20,459

繰入金

町債

歳入合計

給料・パート収入

など 130

8

178

44

360

11

1

15

3

30

親からの仕送り

など

貯金の取崩し

借金

収入合計

自
主
財
源

依
存
財
源

年収360万円の場合

（単位：万円）
年間 1カ月

0

100

200

300

400

収入の推移

借金

親からの仕送りなど

貯金の取崩し

給料・パート収入など

18年度（10年前） 23年度（5年前） 27年度（1年前）25年度（3年前） 28年度

3333

182182

125125

344344

44

万円万円

4444

130130

360360

88

178178

2222

152152

9797

273273

22

2424

193193

116116

334334

11

3939

183183

118118

350350

1010

　まちの１年間の収入は、約205億円ですが、これを年収360万円（1カ月当たり

30万円）の家計に例えると、次のようになります。

　家族で働いた収入は、全体の約3割となっていて、半分以上を親からの仕送りや

借金に頼っています。

　収入の推移（上のグラフ）をみると、平成28年度は、平成27年度と比べ借金(町

債）が増えています。この主な理由は、十勝川温泉中心市街地再生事業（2億7

千万円増）やサッカー場整備事業（2億円増）などのために多くのお金が必要だっ

たからです。

　まちの収入は、自主財源と依存財源に分けることができます。

●自主財源とは…みんなが納めている税金やコミセンなどの公共

施設を使ったときに支払う利用料金（使用料）など、まちが金額

を決めて集めることのできるお金のこと。

●依存財源とは…全国の自治体が一定水準以上の仕事ができるように国から交付される地方交付税な

ど、国や北海道の基準で決められるお金のこと。

1. 収入について

今度は、まちの財政状況（一般会計）をわかりやすく家計に

例えてみます。

　※この表は、平成28年度の年収を360万円に例えて比べています。

ま
ち
の
お
金
の
使
い
道
を

　
　
　
　
　
家
計
に
例
え
る
と

おおそで のく　ん

豆知識
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経常収支比率について

　経常収支比率とは、財政の弾力性を示す指標であり、家計に例え

ると、給料など毎月必ず入ってくる収入のうち毎月必ず支払わなけれ

ばならない生活費がいくらあるのかという割合のことをいいます。

　この比率が低いほどやりくりは楽になります。

　次に、お金の使い道である支出を家計に例えると、次のようになります。

　光熱水費などの費用（物件費・補助費等）が最も多く、全体の約３割を

占めています。

　また、食費、借金の返済、医療費の３つは、毎年必ず支払わなければな

らないお金のため義務的経費と言われています。

2. 支出について

平成28年度決算（単位：百万円）
年収360万円の場合

（単位：万円）

人件費 2,356

2,129

2,681

6,417

1,690

3,742

938

19,953

公債費

扶助費

物件費・補助費等

繰出金

普通建設事業費・

維持補修費など

その他

歳出合計

※収入との差額（9万円）は、翌年度の

　自主財源になります。

食費

借金の返済

医療費

光熱水費など

子どもへの

仕送り

家の修理や

増改築

貯金など

支出合計

41

37

47

113

30

66

17

351

3

3

4

9

3

6

1

29

年間 １カ月

　平成28年度のまちの経常収支比率は、87.1％です。人件費や公債費などの経常経費が膨らんだため

平成27年度の84.9％から2.2ポイント増加しています。

家計に例えた場合の例

給料など
毎月かかる

生活費
経常収支

比率
余裕のある

お金
家計のやりくり

家計に余裕が
ある家庭

30 万円 24 万円 80% 6 万円
スポーツや旅行などの趣味にお金を使った
り、貯金することができます。

家計に余裕が
ない家庭

30 万円 30 万円 100% 0 万円
余裕のあるお金が全くないので、急な入院
など不慮の事態が起こったときには、貯金
を取り崩したり借金をするしかありません。

義
務
的
経
費

おおそで のく　ん

豆知識
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一
般
会
計
の
決
算
状
況

繰越金（2%）

4億2,339万円

寄附金（2%）

3億1,968万円

その他（1%）8,755万円

税等交付金（4%）8億9,402万円

地方譲与税（2%）3億3,591万円

繰入金（2%）

4億3,003万円

一般会計歳入の内訳

◇地方交付税
　全国の自治体が一定水準以上の行政サービスを
　提供できるように、使い道が限定されずに国か
　ら交付されるお金
◇国・道支出金
　特定の事務事業を行うために、国や北海道から
　交付を受けたお金

◇町債
　国や金融機関からの借金
◇税等交付金
　北海道が徴収した税金を一定のルールに従って交付された
　お金
◇地方譲与税
　国が徴収した税金を一定のルールに従って交付されたお金

◇町税
　町民から預かった税金
◇負担金・使用料等
　保育料や公営住宅使用料などのサー ビス利用に
　伴う負担金
◇諸収入
　税金の延滞金や預金利子など
◇繰入金
　預金の取り崩しなど
◇繰越金
　前年度からの繰越金
◇寄附金
　ふるさと寄附金など
◇その他
　不動産（財産）の貸し付けや売り払い収入など

町債（12%）

25億495万円

町債（12%）

25億495万円

地方交付税（26%）

52億5,997万円

地方交付税（26%）

52億5,997万円

町税（25%）

51億2,970万円

町税（25%）

51億2,970万円

自

財

主

源

自

財

主

源

依

財

存

源

国・道支出金（18%）

36億1,941万円

国・道支出金（18%）

36億1,941万円

負担金・使用料等（4%）

9億2,874万円

負担金・使用料等（4%）

9億2,874万円 諸収入（2%）

5億2,611万円

諸収入（2%）

5億2,611万円

依存財源

126億1,426万円

（62％）　

依存財源

126億1,426万円

（62％）　

自主財源

78億4,520万円（38％）

自主財源

78億4,520万円（38％）
歳入決算額

204億5,946万円

　地方交付税と臨時財政対策債の合計は、平成２２年度から減少傾向にあります。

　国は、債務残高や利子が年々増えており、財政健全化への取組が重要な課題と

なっています。そのため、今後、地方交付税が大きく減額される可能性があり、まち

の財政が今以上に厳しくなることが予測されます。

　平成28年度は、農業所得の増などで個人町民税が、償却資産の増など

で固定資産税が増加したため、平成27年度と比べて２億５千万円の増と

なりました。

億円

0

15

30

45

60地方交付税等の推移 町税の推移億円

地方交付税 臨時財政対策債

75

55

35
平成25 27 2826

町民税（個人） 町民税（法人） 固定資産税

市町村たばこ税 その他

平成25 26 27 28

58.8

6.26.2

52.652.6

63.2

8.48.4

54.854.8

61.8

8.08.0

53.853.8

60.6

7.57.5

53.153.1

51.3
1.61.6

3.43.4

22.122.1

3.13.1

21.121.1

48.1
1.41.4

3.63.6

21.021.0

3.03.0

19.119.1

48.2

1.51.5

3.53.5

21.321.3

2.82.8

19.119.1

48.8
1.51.5

3.43.4

21.721.7

2.72.7

19.519.5

　

平
成
28
年
度
は
、
町
民
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
、
費
用
対

効
果
や
緊
急
度
を
考
慮
し
、
活
力
あ
る
地
域
の
創
出
を
は
じ

め
、
子
育
て
世
代
等
へ
の
支
援
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど

の
事
業
を
優
先
し
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
は
２
０
３
億
２
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
や
大
雪
に
よ
る

除
雪
経
費
な
ど
緊
急
的
な
行
政
需
要
に
も
対
応
し
た
結
果
、

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
２
０
４
億
５
９
４
６
万

円
、
歳
出
が
１
９
９
億
５
２
９
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
の
総
額
が
、
１
２

６
億
１
４
２
６
万
円
に
対
し
て
、

自
主
財
源
の
総
額
は
、
78
億
４

５
２
０
万
円
で
す
。

　

自
主
財
源
は
、
町
税
が
前
年

度
と
比
べ
伸
び
た
も
の
の
、
歳

入
全
体
の
４
割
を
切
っ
て
お
り
、

国
が
実
施
す
る
政
策
な
ど
の
影

響
を
受
け
や
す
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

1 

一
般
会
計
歳
入
の

 

内
訳
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その他（7%）

14億7,350万円

その他（7%）

14億7,350万円

（注）

建設費（9%）

18億3,019万円

繰出金（8%）

16億8,994万円
その他（8%）

16億1,881万円

普通建設事業費等（15%）

30億6,137万円

普通建設事業費等（15%）

30億6,137万円

一般会計歳出の内訳

歳出決算額

199億5,299万円

目 的 別 分 類 性 質 別 分 類

目的別分類その他の内訳

企画費

　9億9,452万円（5％）

諸支出金

　3億3,121万円（1％）

議会費

　1億4,777万円（1％）

（注）性質別分類その他の内訳

維持補修費

　6億8,095万円（3％）

積立金

　4億8,233万円（2％）

貸付金

　3億6,838万円（2％）

投資及び出資金

　8,715万円（1％）

町民生活費（10%）

19億7,265万円

町民生活費（10%）

19億7,265万円

教育費（11%）

22億8,691万円

教育費（11%）

22億8,691万円

産業振興費（14%）

27億755万円

産業振興費（14%）

27億755万円

公債費（11%）

21億2,919万円

公債費（11%）

21億2,919万円

保健福祉費（28%）

56億3,489万円

保健福祉費（28%）

56億3,489万円

総務費（10%）

19億1,811万円

総務費（10%）

19億1,811万円

扶助費（14%）

26億8,078万円

扶助費（14%）

26億8,078万円

公債費（11%）

21億2,917万円

公債費（11%）

21億2,917万円

人件費（12%）

23億5,597万円

人件費（12%）

23億5,597万円

補助費等（19%）

38億4,171万円

補助費等（19%）

38億4,171万円

物件費（13%）

25億7,524万円

物件費（13%）

25億7,524万円

保健福祉費

産業振興費

教 育 費

公 債 費

町民生活費

総 務 費

建 設 費

：

：

：

：

：

：

：

障がい者・高齢者・児童等の福祉対策、保健
センターや地域包括支援センターの運営など
の費用

農家経済対策、町有林の管理、土地改良事業、
商工観光振興などの費用

小中学校の学校教育や生涯学習、文化セン
ター・図書館・総合体育館・温水プールなど
の社会教育施設の管理運営などの費用

借入金の元金・利子などの費用

ごみ収集や火葬場・地域会館等の管理、環境
対策などの費用

役場庁舎の管理、とかち広域消防事務組合負
担金、選挙などの費用

道路・橋・公園・公営住宅などの建設整備や 
維持管理の費用

補助費等

普通建設
事 業 費

災害復旧
事 業 費

扶 助 費

物 件 費

人 件 費

公 債 費

繰 出 金

：

：

：

：

：

：

：

：

各種団体や事業に対する補助金や一部事務組
合への負担金などの費用

福祉施設・道路・公園・公営住宅・学校施設
の建設整備などの費用

台風などで被災した施設の復旧費用

福祉医療や各種福祉施策の給付金、児童手当、 
就学援助費などの費用

賃金（臨時的雇用）、備品、消耗品、郵便料
や施設の維持管理などの費用

議員や各種委員への報酬、特別職や職員の給
与の費用

借入金の元金・利子の費用

特別会計や運用基金に支払われる費用

　　　　（注）目的別・性質別分類の公債費で決算額が違うのは、目的別分類には、償還手数料（性質別では物件費に計上）が含まれているためです。

　　　　（注）性質別分類の普通建設事業費等には、災害復旧事業費（6,016 万円）が含まれています。

主 な 費 用 の 内 容

　

目
的
別
分
類
（
事
務
事
業
の
実
施
目

的
に
よ
る
分
類
）
で
は
、
保
健
福
祉
費
、

産
業
振
興
費
、
教
育
費
、
公
債
費
、
町

民
生
活
費
、
総
務
費
、
建
設
費
、
性
質

別
分
類
（
支
出
の
内
容
に
よ
る
分
類
）

で
は
、
補
助
費
等
、
普
通
建
設
事
業
費

等
、
扶
助
費
、
物
件
費
、
人
件
費
、
公

債
費
、
繰
出
金
の
順
に
多
く
の
お
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

減
ら
す
こ
と
の
難
し
い
「
義
務
的
経
費
」

（
扶
助
費
、
人
件
費
、
公
債
費
）
の
総

額
は
、
71
億
６
５
９
２
万
円
で
、
歳
出

総
額
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

2 

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
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農
業
者
や
自
営
業
者
の
ほ
か
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
会
社
を
退
職
し
た
人
な
ど
が
加
入
す

る
国
民
健
康
保
険
を
運
営
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
赤
字
の
解
消
を
目
的
に
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
総
額
が
と
も
に
54
億
６
２

３
３
万
円
で
、
差
し
引
き
ゼ
ロ
の
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
給
付
費
（
病
院
に
受
診
し
た

際
に
か
か
る
医
療
費
の
７
割
分
の
支
払
い
な

ど
）
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
平
成
27

年
度
よ
り
も
2
億
円
減
っ
て
31
億
１
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
加
入
者
１
人
当
た
り
の
保

険
税
は
10
万
8
千
円
、
医
療
費
は
27
万
5
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
人
や
65
歳
か
ら
74
歳
で
、
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
加
入
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。
ま

ち
で
は
、
保
険
証
の
交
付
や
保
険
料
の
徴
収

な
ど
の
窓
口
業
務
を
担
当
し
ま
す
が
、
保
険

料
の
決
定
や
医
療
費
の
給
付
な
ど
は
、
こ
の

制
度
を
運
営
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
道
内
全
市
町
村
が
加
入
）
が
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
歳
出
の
内
訳
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
28
年
度
の
加

入
者
１
人
当
た
り
の
保
険
料
は
6
万
3
千

円
、
医
療
費
は
１
０
１
万
3
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
分
で
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が

難
し
い
65
歳
以
上

の
人
な
ど
が
利
用

す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
な
ど

を
経
理
す
る
会
計

で
す
。

　

要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
者
数
が

年
々
増
え
て
い
る

た
め
、
介
護
給
付

費
も
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計・企業会計の決算状況

　まちには、5 つの特別会計と２つの企業会計があります。これらの会計で行われている事業

の運営状況について説明します。

1 

国
民
健
康
保
険

2 

後
期
高
齢
者
医
療

3 

介
護
保
険

30

35

40

45

50

55

60

5,200

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

給付額及び対象者の推移
億円 人

平成25 26

給付額 対象者

27 28

55.055.0

6,1136,113

54.054.0

5,6275,627

52.952.9

5,7445,744

54.054.0

5,9335,933

億円介護給付費及び要介護認定者の推移

平成25 26 27
22

23

24

25

26

29

28

27

28

2,400

1,600

1,800

2,200

2,000

人

給付費 認定者

27.727.7

2,0492,049

26.3

1,9421,942

28.428.4

2,1462,146

28.428.4

2,2092,209

保険給付費及び対象者の推移

平成25 26 27 28

28

29

30

31

32

33

34

35
億円 人

給付費 対象者

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

13,500

14,000

32.3

12,081

31.1

11,221

34.3

12,468

33.1

11,766

決算額　　　◎歳入歳出差引　115万円

歳　出

歳　入

5億 2,262万円

3億 8,569万円
一般会計繰入金
1億3,808万円

決算額　　　◎歳入歳出差引　0円

歳　出

歳　入

54億 6,233万円

50億 2,253万円
一般会計繰入金
4億3,980万円

決算額　　　◎歳入歳出差引　5,413万円

歳　出

歳　入

30億8,137万円

27億30万円
一般会計繰入金
4億3,520万円
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下
水
道
施
設
の
整
備
や
管
理
を

行
っ
て
い
る
会
計
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
収
益
的
収
支
の

決
算
状
況
は
、
総
収
益
が
11
億
１

６
９
万
円
に
対
し
て
、
総
費
用
が

9
億
５
５
５
９
万
円
と
な
り
、
１

億
４
６
１
０
万
円
の
当
年
度
純
利

益
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
雨
水
処

理
な
ど
の
費
用
と
し
て
２
億
４
６

０
３
万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
を
中
心
に
飲
料
水
を

供
給
す
る
施
設
の
整
備
や
管
理

を
行
っ
て
い
る
会
計
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
収
益
的
収
支

の
決
算
状
況
は
、
総
収
益
の
9

億
５
４
７
１
万
円
に
対
し
て
、

総
費
用
が
7
億
９
９
１
７
万
円

と
な
り
、
１
億
５
５
５
４
万
円

の
当
年
度
純
利
益
が
あ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
利
益
は
、
水
道

施
設
の
整
備
や
更
新
を
す
る
た

め
の
財
源
の
一
部
に
し
て
い

ま
す
。

　

下
水
道
管
を
整
備
で
き
な
い

地
域
に
あ
る
個
人
宅
に
設
置
す

る
浄
化
槽
の
整
備
や
管
理
を

行
っ
て
い
る
会
計
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
を
10
基
整
備
し
ま
し

た
。　

　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
施

設
の
整
備
や
維
持
に
多
額
の
費

用
が
か
か
り
使
用
料
な
ど
で
は

や
り
く
り
で
き
な
い
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ

て
い
ま
す
。

　

農
村
地
域
に
飲
料

水
を
供
給
す
る
施
設

の
整
備
や
管
理
を

行
っ
て
い
る
会
計
で

す
。

　

平
成
28
年
度
は
、

豊
田
地
区
の
薬
品
注

入
設
備
の
更
新
を

行
っ
た
ほ
か
、
西
部

北
地
区
の
配
水
管
及

び
機
器
設
備
の
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

7 

下
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

6 

水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

4 

個
別
排
水
処
理
事
業

5 

簡
易
水
道
事
業

水道事業収益的収支（税抜き）決算額の内訳

その他

9,741万円

総係費等
1億2,374万円

水道料金

8億5,730万円

水道料金

8億5,730万円

施設の維持管理費

2億2,703万円

施設の維持管理費

2億2,703万円

企業債利息  8,939万円企業債利息  8,939万円

減価償却費・資産減耗費

3億5,901万円

減価償却費・資産減耗費

3億5,901万円

収　　益 費　　用

下水道事業収益的収支（税抜き）決算額の内訳

一般会計負担金・補助金

2億4,603万円

一般会計負担金・補助金

2億4,603万円

その他

2億7,998万円

その他

2億7,998万円

総係費等
1億2,701万円

企業債利息

1億6,237万円

企業債利息

1億6,237万円

下水道使用料

5億7,568万円

下水道使用料

5億7,568万円

施設の維持管理費
9,307万円
施設の維持管理費
9,307万円

減価償却費・資産減耗費 

5億7,314万円

減価償却費・資産減耗費 

5億7,314万円

収　　益 費　　用

管理費の収支の推移
百万円

26平成25 27 28

歳入 歳出使用料等 管理費

79.9

211.7

61.9

152.4

70.3

163.1

89.5

185.6

0

40

80

120

160

200

240

0

20

40

60

80

100

管理費の収支の推移
百万円

平成25 26 27 28

歳入 歳出使用料 管理費

90.790.7

31.031.0

80.580.5

27.627.6

86.286.2

29.329.3

85.885.8

30.330.3

決算額　　　◎歳入歳出差引　0円

歳　出

歳　入

4億9,035万円

3億5,819万円

一般会計繰入金　1億3,216万円

決算額　　　◎歳入歳出差引　0円

歳　出

歳　入

1億1,602万円

5,160万円 一般会計繰入金 6,442万円
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施
設
の
運
営
や
維
持
管
理
の
た
め
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
経
費
が
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
28
年
度
の
主
な
施
設
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施設を維持していくには、こんなにたくさんのお金が必要なんだね。

※歳出には、職員の人件費や施設建設時の借入金の償還費、施設の整備費は含んでいません。

0 5,000万 1億 1億5,000万 2億 2億5,000万 3億

その他の公共施設の維持管理費

道路・橋

公園

街路灯
税 金 等

使用料等

歳出総額→棒グラフ右数値

財源内訳

1,207万円1,207万円

8,749万円8,749万円75万円75万円

3,194万円3,194万円 3,194万円3,194万円

8,824万円8,824万円

7億1,879万円7億1,879万円7億672万円7億672万円

0 500万 1,000万 1,500万 2,000万 2,500万 3,000万 3,500万

地域会館等の維持管理費

地域会館等（35施設）

総合福祉センター

共栄コミュニティセンター

木野コミュニティセンター

プロスパ6

火葬場

ふれあい交流館

特産センター

224万円224万円

730万円730万円 879万円879万円

54万円54万円

239万円239万円

1,183万円1,183万円 1,407万円1,407万円

1,335万円1,335万円 1,743万円1,743万円

932万円932万円 998万円998万円

1,147万円1,147万円 1,531万円1,531万円

1,257万円1,257万円 1,643万円1,643万円

2,992万円2,992万円 3,046万円3,046万円

1,466万円1,466万円 1,705万円1,705万円

408万円408万円

386万円386万円

66万円66万円

149万円149万円

384万円384万円

税 金 等

使用料等

歳出総額→棒グラフ右数値

財源内訳

0 2,500万 5,000万 7,500万 1億 1億2,500万

体育・社会教育施設の運営費

温水プール

総合体育館・武道館

町内パークゴルフ場

文化センター

図書館

集団研修施設

軽スポーツセンター

1億2,388万円1億2,388万円

9,934万円9,934万円

3,100万円3,100万円

6,082万円6,082万円

3,679万円3,679万円

624万円624万円

322万円322万円 324万円324万円

692万円692万円

3,720万円3,720万円

6,261万円6,261万円5,367万円5,367万円

3,086万円3,086万円

865万円865万円

41万円41万円

68万円68万円

2万円2万円

894万円894万円

14万円14万円

6,947万円6,947万円

9,288万円9,288万円

8,030万円8,030万円

3,100万円3,100万円

1,904万円1,904万円

税 金 等

使用料等

歳出総額→棒グラフ右数値

財源内訳

屋外運動施設
（野球場やサッカー場等）

施

設

の

運

営

・
維

持

管

理
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まちが、平成28年度に実施した行政サービスに、どれくらいの費用が使われたか、お知らせします。

※職員人件費を含む。施設建設時の借入金や施設の整備費を含まない。

単位当たりコストをみると、税金がどれくらい使われているのか、よくわかるね。

単位当たりコスト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

利用料等 税金等

1,650 332 1,318

利用者数 35,399人

総コスト
（円／人）

財源内訳（円／人）

利用料等 税金等

466 94 372

単位当たりコスト
家
庭
ご
み

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

ごみ処理手数料等 税金等

36,153 8,693 27,460

人口 45,136人

総コスト
（円／人）

財源内訳（円／人）

ごみ処理手数料等 税金等

8,010 1,926 6,084
※H29.3.31現在の人口

単位当たりコスト

図
書
館
の
運
営

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

その他 税金等

7,844 41 7,803

貸出数 279,859冊（CD・ビデオ等を含む）

総コスト
（円／冊）

財源内訳（円／冊）

その他 税金等

280 1 279

単位当たりコスト

救
急
・
火
災
の
出
動

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

その他 税金等

55,297 2,147 53,150

出動回数 1,528件

総コスト
（万円/件）

財源内訳（万円／件）

その他 税金等

36 1 35

単位当たりコスト

道
路
の
除
雪

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

その他 税金等

33,140 0 33,140

除雪延長 977km

総コスト
（万円/ｋｍ）

財源内訳（万円/ｋｍ）

その他 税金等

34 0 34

単位当たりコスト

資
源
ご
み

ごみの処理

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

その他 税金等

10,163 4 10,159

人口 45,136人

総コスト
（円／人）

財源内訳（円／人）

その他 税金等

2,252 1 2,251

単位当たりコスト

温
水
プ
ー
ル
の
運
営

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

利用料等 税金等

12,431 3,100 9,331

利用者数 74,791人

総コスト
（円／人）

財源内訳（円／人）

利用料等 税金等

1,662 414 1,248

単位当たりコスト

総
合
体
育
館

・
武
道
館
の
運
営

総コスト
（万円）

財源内訳（万円）

利用料等 税金等

9,977 1,904 8,073

利用者数 188,972人

総コスト
（円／人）

財源内訳（円／人）

利用料等 税金等

528 101 427

行政コスト（主なもの）



14特別号広報

　まちでは、これまでも財務書類を作成してきましたが、平成

28年度から新しいルール（総務省から平成26年度に示された

「統一的な基準」）による財務書類を作成しています。

　この財務書類の一部である貸借対照表では、1年間でさまざま

な事業を行った結果、年度末において、土地や建物といった資

産がどのくらいあるのかなど、全体的な財務状況を知ることが

できます。

　上級編になりますが、ぜひ一度目を通してみてください。

　平成28年度末において、一般会計で持っている資産がどれだけあり、その資産をどのような財源(税金

や借金など)でまかなってきたかを一目でわかるようにしたものです。左側に｢資産｣を表示し、右側に｢負

債｣と､資産と負債の差額である｢純資産｣を計上しています。

貸借対照表（バランスシート）

資産の部（住民サービスを提供するために保有する資産） 負債の部（将来の世代が負担する金額）

固
定
資
産

事業用資産（庁舎、学校、公民館など）、
インフラ資産（道路、公園など）、物品（救
急車など）、出資金など

1,441 億円

負
債
合
計

将来支払う必要のある借入元金・未払金、
退職手当引当金など

【将来、返済が必要な金額】
230 億円

純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

流
動
資
産

現金、財政調整基金、減債基金、未収金
など

13 億円

純
資
産
合
計

資産と負債の差額
【将来、返済の必要がない金額】

1,224 億円

資産合計 1,454 億円 負債及び純資産合計 1,454 億円

ま
ち
の

　

 
財
務
書
類

　まちの決算書と貸借対照表の違いを説明します。

●まちの決算書…1年間のお金の出入りを記録し、作成していま

す。家計簿と同じように、お金の出入りを把握するためにはとても

有効な方法ですが、お金を支払って整備した施設の価値や町債の残

高などを把握できないという面があります。

●まちの貸借対照表…1年間のお金の出入りと同時に、施設整備・廃止に伴う財産の増減や町債の発

行・償還に伴う負債の増減などを記録し、作成しています。これによって、お金の出入りだけでは把

握することができない財産情報なども把握できるという面があります。

おおそで のく　ん

豆知識

　まちの保有する資産のうちほとんどの金額は、固定資産（学校や道路など）で構成されて

いることがわかります。

　これらは行政サービスや住民活動の場となるなど、住民生活やまちの形成に欠かすことが

できない基盤となる重要な資産です。

　この貸借対照表を、家計に例えて（左ページ）、見直してみましょう。

まちの資産のほとんどが固定資産の金額なんだね。

でも、金額が多きくてイメージしにくいわ。
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　まちの貸借対照表を５人家族の家計に例えると、次のようになります。この家計に例えた場合の金額は、まちの

人口１人当たりの貸借対照表の金額を５人分にして計算したものです。

　総資産のうち、返済義務のない純資産の割合を示すものです。

企業の財務分析において、財務の安定性を計る指標として用いら

れる自己資本比率に相当するものということができます。

　この純資産比率が高いほど財務状況が健全(借金に依存してい

ない)であるといえます。

上の表では、集めてきたお金が、どのような状態（資産）に変わったのかを表しています。

貸借対照表を家計（５人家族）に例えると

1,611万円［100.0％］

◎固定資産 ［99.1％］

土地、家屋、車など

1,596万円　

◎負債 [15.8％]　

　 ローンの残高などのこれか

ら支払う必要がある金額

255万円　

ローンなどをして
集めたお金

（将来、返済の必要あり）

給料や親からの仕送り
などで集めたお金

（将来、返済の必要なし）

どのような方法で
集めてきたお金か

1,611万円［100.0％］

［計算式］
 貸借対照表／人 × ５人
 　※人口：45,136人
　　（平成29年3月31日現在）

純資産比率

　平成18年6月に成立した「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」を契機に、全

国の自治体が財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書）を作成してきま

した。

　これまでは、各自治体が色々な基準に基づき財務書類を作成してきましたが、同じ基準で作成していないため、

団体間の比較が難しいなどの課題がありました。このことから、平成26年度に総務省から「統一的な基準」が示さ

れ、全国の自治体に対して平成29年度末までに、この基準に沿った財務書類を作成するよう求められています。

　まちでも、これまで「総務省方式改定モデル」による財務書類を作成してきましたが、平成28年度からは「統一

的な基準」に基づく財務書類を作成しています。

　統一的な基準に基づく財務書類について

　家計でもローン残高がどのくらいあるのかが気になるのと同じように、今後のローンの返済

で家計が苦しくならないように、ローン残高を確認することが重要です。

　また、家計にある家や車などの今後の施設更新（古くなった家のリフォームや車の買い換え

など）のことも考えて、上手に家計をやりくりしていかなければなりません。

　家計での資産の総額に占める純資産の割合は、まちの財務状況を見る場合にもポイントに

なりますので、下の割合も見てみましょう。

 家計でも、長く使える家や車などをローンで購入してるよね。

1,224億円

1,454億円

純資産

×100 ＝ 84.2％

総資産

家計にある資産の総額

 ◎流動資産 ［0.9％］

定期･普通預金など

15万円　

◎純資産 ［84.2％］

　資産から負債を引いた

　金額

 1,356万円　
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広報おとふけ特別号 まちの台所（平成29年12月25日発行）

　これらの指標のうち、１つでも早期健全化基準（サッカーでいうところの

イエローカード）を超えると、「財政健全化計画」を立てて、自主的に家計

を立て直さなければならなくなります。

　さらに、財政再生基準を超える（レッドカードをもらう）と、国の指導や

監督を受けることになり、お金の使い道が厳しく制限されます。

○健全化判断比率

○資金不足比率

区　　　分 内　　容 28年度決算 27年度決算
早期健全化基準

（イエローカードライン）

財政再生基準

（レッドカードライン）

実 質 赤 字 比 率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 赤字なし 13.09% 20.0%

連 結 実 質 赤 字 比 率
全 会 計（ 一 般、 特 別、

企業）の赤字の割合
赤字なし 赤字なし 18.09% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率
年間の借金返済額など

の割合
10.0% 10.3% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率
将来支払わなければな

らない借金などの割合
56.4% 53.3% 350.0%

内　　容 会　計　名 28年度決算 27年度決算
経営健全化基準

（イエローカードライン）

公営企業会計に分類される

会計毎の赤字（資金不足）

の割合

個 別 排 水 処 理 事 業

資金不足なし 資金不足なし 20%

簡 易 水 道 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

　平成１９年６月に、「地方公共団体の財政の健全

化に関する法律」ができて、まちの台所に問題がな

いのかを確認する指標（健全化判断比率・資金不足

比率）を公表することが義務づけられています。

　平成２８年度決算の結果は、下の表のとおりで

すが、どの数字も基準以内にあるので、大きな問題

点はないということになります。

たくさんの説明でおなかいっぱいになっちゃった。
結局のところ、まちの台所はどんな状況なの？

この指標は問題ないから、まちの台所は安心ね。

　これは、上手にやりくりできたからこその結果で、お金がたくさん

あったからでは決してありません。

　まちには、たくさんの課題や要望があって、今の仕事に加えて、新し

い仕事をしていく必要がありますが、少子化による人口の減少で、集ま

る税金が減ったり、歳入の半分を占める国や北海道からのお金も減らさ

れる可能性もあり、仕事に必要なお金が増える気配はほとんどありませ

ん。このため、ちょっと気を抜くと、イエローカードが出されてしまう

状況になる危険性もあるので、予算と決算の状況をしっかりと見て、ま

ちの台所は大丈夫なのか、これからもみんなで監視しましょう。
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